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　ＪＦＡアカデミー福島Ｕ-15は、12月に行われた高
円宮杯 ＪＦＡ 第31回全日本Ｕ-15サッカー選手権大
会の１回戦で湘南ベルマーレＵ-15と試合を行い、１-
２で敗退してしまいました。チームとしても個人とし
ても納得いく結果にすることは出来ませんでした。で
すが１年間を通して学んだことは、この試合で失われ
たわけではありません。悔しさと学んだことを来年度
からのユースチームでの活動に活かし、より成長して
いきたいです。

JFAアカデミー福島　12期生　牧田 拓樹

ア カ デ ミ ー 通 信 広 野 中 学 校

高円宮杯全日本U-15
サッカー選手権大会を終えて

　１月５日（日）～14日（火）10日間の日程でドイツ

研修が始まりました。希望した高校１年次生の中から

選抜された12名での研修です。10月の選抜以降、平日

の朝や夕方、または土日にも集まって事前研修を行っ

てきました。これまでドイツの歴史や風土、コミュニ

ケーションのための英会話を中心に事前学習は行って

きたのですが、内容や学習のマネジメントも生徒たち

自身で行ってきました。

　さて、この研修ではドイツの再生可能エネルギーへ

の取組み、フライブルクの街づくりや市民の関わり、

現地の高校・大学との交流による相互理解、歴史の継

承などを学び、２年生から始まる探究活動やこれから

の地域のあり方の考察に活かすことを目的としていま

す。

　５日の早朝、学校に集合し、現地時間19時半（日本

時間６日午前３時半）、無事にドイツ、フランクフル

トのホテルに到着しました。学校出発からほぼ24時間

の長旅でしたが、皆、モチベーションは非常に高く、

夕食後、さっそくプレゼンテーションの仕上げを行い

ました。

　研修の２日目以降は、前日に準備したプレゼンテー

ションをもとに現地の高校や大学でプレゼンを行い、

互いの課題について共に考え、対話を行いました。主

に英語で行った対話ではこれまで以上に広い多様性を

持った人々と語らうことで、新しい発想がインスパイ

アされたり、国民性を象徴する考え方に感嘆したりし

ました。また、ハイデルベルグ市を訪問し、新市街地

と旧市街地において研修を行いました。

　新市街地では鉄道で使用されていた土地を市が買い

取り、環境に配慮した都市計画のもと、6000戸もの集

合住宅を建設。太陽光や雨水を有効利用し、室内の空

気の流れを追求した「パッシブハウス」を建設してい

ます。新市街地を周りながら環境に対する配慮の仕方

や、そこに住む住民の方々の様子を見学しました。エ
○アカデミー福島 2月行事紹介

№ 月　日 行事内容 開催場所

１ ３月１日（日）
福島県立
ふたば未来学園
高等学校 卒業式

ふたば未来学園

２ ３月２日（月） ＪＦＡアカデミー
福島 卒校式 御殿場市時之栖

ふたば未来学園生徒数　合計 501 人

　中学校 80 人　　高等学校 421人
R2.1.21現在

ふたば未来学園中学校・高等学校ドイツ研修
ふ たば 未 来 通 信

○未来学園中・高等学校 2月行事紹介

№ 月     日 行事内容 開催場所

１ 2月12日（水）
～17日（月）

高等学校
後期期末考査 ふたば未来学園

２ 2月13日（木）
～14日（金）

中学校
後期期末考査 ふたば未来学園

　１月17日（金）、１学年の生徒たちは、築地ヶ丘公園
とＪＲ広野駅周辺の清掃ボランティアを行いました。
　ボランティア活動を通して、充実感や達成感を味わ
うとともに、地域社会の一員としての自覚を高めるこ
とができました。

　１月24日（金）、今年度の英語学習の成果を確認す
る「第３回英語検定」を実施しました。
　早くも３級にチャレンジする１年生、それに負けじ
と気合いが入る２年生、準２級にたくさんチャレンジ
した３年生。今回も合格に向けてがんばる姿をたくさ
ん見ることができました。

ボランティア活動

英語検定

↑ＪＲ広野駅周辺を清掃する生徒たち

↑真剣な表情で英語検定に取り組む生徒たち

○広野中学校 2月行事紹介
№ 月　日 行事内容 開催場所
１ ２月18日（火） 授業参観 広野中学校
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ネルギーを極力使用しない工夫に圧倒されましたが、

実際に6000戸は完売し、あと1000戸新たにつくるとの

こと。ドイツの方々の環境への関心の高さを伺い知る

ことができました。

　現地は、３℃という気温の低さも気にせず、ベビー

カーの子供連れからお年寄りまで外で自転車やウォー

キングをしている方がとても多く、驚きました。

　学校に戻って以降も、これからの自分自身の進路、

参加できなかった級友たちへの学びの還元に邁進して

いってくれることを期待しています。
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